
＜別 紙＞ 

「関西エコプロダクツ・フォーラム」の概要  

 

１．趣旨・目的 

 低炭素社会の実現に向けた取り組みは、地球温暖化問題等の環境負荷低減のため不

可欠な課題となっている。こうした中で、企業における製品の設計・開発や生産工程にお

いても、環境負荷低減に向けた取り組みが求められており、そうした取り組みを促進する

うえで環境負荷の「見える化」が重要となっている。また、環境に配慮した製品の普及促進

のためには、これら製品が市場で適切に評価され、受け入れられる市場環境の整備が必

要である。 

こうした状況を踏まえて、今般、「関西エコプロダクツ・フォーラム」を設立し、ライフサイク

ルアセスメント（ＬＣＡ）やマテリアルフローコスト会計（ＭＦＣＡ）等の環境経営促進手法の

普及セミナー、研究・交流会、導入促進事業、情報発信等を通じて、環境配慮経営の導入

や環境配慮製品の開発・普及を促進する。また、消費者等最終ユーザーが積極的に環境

配慮製品を受け入れる環境整備の促進により、環境ビジネスの需要拡大につなげ、関西

企業の競争力を高めることを目的とする。 

 

２．体 制 

（１）発足日：平成２０年１０月１０日（金）（当日キックオフセミナー開催） 

 

（２）顧問：東京大学生産技術研究所 山本 良一 教授 

 

（３）アドバイザー：大阪大学大学院工学研究科 梅田 靖 教授 

神戸大学大学院経営学研究科 國部 克彦 教授 

㈱環境管理会計研究所 梨岡 英理子 取締役（公認会計士） 

            (社)産業環境管理協会 製品環境情報事業センター 壁谷 武久 副所長  

            企業会員代表（３社）                               等 

 

（４）連携機関：池田銀行、京都銀行、滋賀銀行、京都産業エコ推進機構 

（社）大阪府工業協会、おおさかＡＴＣグリーンエコプラザ 

（財）兵庫県環境クリエイトセンター 

（株）さかい新事業創造センター                         等 

 

（５）会員：環境配慮経営を推進している企業、団体並びに環境配慮経営の導入及び 

環境配慮製品の開発に関心を持つ企業等 

        【現時点の主な参加予定企業】              （順不同、五十音順） 

          大阪ガス㈱、オムロン㈱、関西電力㈱、京セラ㈱、京セラミタ㈱、グンゼ㈱、

三洋電機㈱、㈱島津製作所、シャープ㈱、積水ハウス㈱、積水化学工業㈱、

ダイキン工業㈱、大和ハウス工業㈱、日東電工㈱、日本電産㈱、福島工業㈱、

松下電器産業㈱、ミズノ㈱、ユニチカ㈱ほか中小企業多数 等 

     

（６）事務局：ＮＰＯ法人資源リサイクルシステムセンター、近畿経済産業局 

 

（７）会費：無料（当面） 



３．主な事業内容 

 （１）セミナー開催（２～３回／年） 

最新のエコプロダクツに関する情報（カーボンフットプリント等の環境制度や環境規制、

環境配慮経営に係る先進的取り組み、導入支援施策、川下企業のグリーン調達基準等）

の提供。 

・ 川下企業、サプライヤー、大学・公的試験研究機関等による取組事例紹介 

・ エコプロダクツ開発・生産に係わるツール（ＬＣＡ、DfＥ、ＭＦＣＡ等）紹介 

・ エコプロダクツに係わる政策・導入支援施策、法規制等の情報提供   等 

 （２）研究・交流会開催（３～４回／年） 

    研究・交流会の開催を通じた、環境配慮経営に係る課題の解決や環境ビジネスにおけ

るコミュニュケーションの機会の創出。 

・ エコプロダクツ開発・生産に係わるツール研究 

・ エコプロダクツ開発・生産に係わるツール導入・活用高度化のための情報交流 

 （３）各種手法研修（社内専門家育成研修）（１～２回／手法・年）

環境配慮経営の推進やエコプロダクツの開発に向けた社内人材の育成支援。 

・ エコプロダクツ開発支援手法（DｆE、LCA、簡易 LCA 等） 

・ マテリアルフローコスト会計（ＭＦＣＡ）手法  

・ カーボンフットプリント活用手法（LCCO2、環境ラベル） 

・ サプライチェーン省資源化連携促進手法   等 

 （４）各種手法導入・診断支援事業

・ 個別企業への上記手法の研修・導入・活用支援 

 

４．平成２０年度の予定事業 

 （１）セミナー開催：２回程度（キックオフセミナーを除く） 

・ マテリアルフローコスト会計普及セミナー            ［平成２０年１１月頃］ 

・ 「カーボンフットプリント制度導入・普及に関する最新動向と 

我が国における取組み（仮）」紹介                ［平成２１年 ２月頃］ 

 （２）研究・交流会開催：２回程度

・ 製品ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ（ＧＰ）高度化推進手法（エコプロダクツ開発支援手法） 

導入事例発表と活用高度化のための情報交流会      ［平成２１年 ２月頃］ 

・ マテリアルフローコスト会計手法導入事例発表と 

活用高度化のための手法の研究・交流会           ［平成２１年 ２月頃］ 

 （３）各種手法研修（社内専門家育成研修）

・ ＬＣＡ手法                               ［平成２０年１１月頃］ 

 （４）Ｗebによる情報発信

・ ＮＰＯ法人資源リサイクルシステムセンターホームページ内に設置 

 

５．キックオフセミナー内容 

 （１）日時：平成２０年１０月１０日（金） １３時３０分～１７時２０分 

              ［当日１７時３０分から交流会開催。参加者は交流会費負担あり］ 

 

 （２）場所：ホテルグランヴィア大阪 ２０階 鳳凰の間 ［交流会：鶴寿の間］ 


